
【別表 1(38単位申請用)】

が ノし看 護 専 I交 菱女育 課 程

本専攻分野教育目標

1.がんに関する専門的知識を深め、エビデンスに基づく的確な臨床判断を行うことができる

2.熟練した高度なケア技術とキュアの知識を用いてがん患者および家族に対して看護を実践することができる。

3.社会に対し、がんの予防および早期発見のための教育・啓発および相談活動ができる。

4.医療・看護職者に対して、がん看護に関する教育・相談活動ができる。

5 がん患者を取り巻く医療提供システム内を調整することができる。

6 がん患者の人権を擁護するために適切な倫理的判断を行い、判断に基づいた態度と行動をとることができる。

7 がん看護に関する専門的な知識や技術を深めるための研究を積極的に実施することができる。

*共通科目 A(看護教育論、看護管理論、看護理論、看護研究、コンサルテーション論、看護倫理、看護政策論)の う

ち、がん看護専攻分野の専門看護師としての役割を考慮して広範囲に 8単位以上を選択し、さらに、専門看護師の必修

科日として共通科目 B(臨床薬理学、フィジカルアセスメント、病態生理学)6単位以上の計 14単位以上を履修する

こと

目科 容内 必須単位

専攻分野共通科目
がん看護専門分野を深めるために基盤となる病態生理、看護理論、

看護援助論などを6単位以上履修する。
小計 6

1 がん看護に関する病態生理学

2 がん看護に関する理論

3がん治療支援に関わる看護援助論

がんの分子生物学、遺伝学を含む病態生理学全般を学び、がん看護

に関連した専門的な知識を深める。

がん看護実践の基盤となる主要理論とその活用について探求する

がん患者の複雑な健康問題に対して包括的な支援を提供出来るよ

う、看護援助の方法について学ぶ。

診断、治療の原理と最新情報を学び、それに伴 う患者や家族の反応

に対処できるように身体管理、看護ケアの概要を学ぶ。

専攻分野専門科目
広範ながん看護分野の中で、専門性を深めるために下記に示す

特定の専門領域の中から8単位以上 (1領域以上)を履修する
/1ヽ言+  8

4

がん薬物療法看護

放射線療法看護

幹細胞移植看護

がんリハビリテーション看護

緩和ケア

6 がん予防 。早期発見

がん薬物療法の有害事象の予防 。早期発見 。早期対処を行い治療の

継続および治療中の生活の質を高めるために必要な看護について

学ぶ。セルフケア能力向上のための方略について探索する。

放射線治療に伴う障害の予防・早期発見・早期対処を行い、治療

の継続および治療中の生活の質を高めるために必要な看護につい

て学ぶ。セルフケア能力向上のための方略について探索する。

放射線防護に関する教育ならびに相談活動を行う。

幹細胞移植の自己決定および移植前後の身体、心理・社会的な苦

痛、移植前の処置および移植後の合併症に対する予防、早期発見
。早期対処のための援助を行うとともに、心理・社会的苦悩に対

する援助について学ぶ。

がん治療によつてもたらされた身体の器質的・機能的変化に対し

て身体・心理 。社会的に働きかけ、機能の改善方法を提供して

患者のセルフケア能力向上のための方略について学ぶ。

がんがもたらすあらゆる苦痛症状および苦悩を包括的に理解し、

エビデンスに基づいて適切なキュアとケアを統合して提供する

能力を高める。薬物療法だけでなく理学療法的介入、心理的な支援

など包括的な介入について、リソースを活用して展開する方法を

学ぶ。さらに End of Life Careや 家族のグリーフワークについて

学ぶ。
がんおよびがん再発の予防・早期発見をめざして、効果的に知識

・情報や技術を有効に活用し、自己検診や生活の調整・管理がで

きるように指導・教育を行う。社会に対してがん予防・早期発見

のための啓発を行う。治療選択の意思決定の支援について学ぶ。

実習科目 専門看護師の役割開発を含む専門分野の実習を 10単位以上履修

する。 /1ヽ 計  10

実習 ・専攻分野専門に関連した専門看護師の役割開発に関する実習であ

る
。がん治療を専門とする医療施設での実習を含んでいる

・がん医療における地域連携の実際が学べるよう配慮されている
。実習記録の作成、レポー トもしくは論文の作成を含むこと

本専攻分野の必須単位

CNS共通科目
*(8単

位+6単位以上)を含めた単位数

合計24

合計 14以上

総計 38以上


